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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上面開放の貯水槽に植栽部を載置する緑化ユニットであって、
　底板から下方に突出形成され且つ貯水槽を支持する凹部を貯水槽に設け、
　下方に突出する支持脚を植栽部に設け、
　下方に突出し且つ略下端に吸水孔を有する吸水凸部を植栽部に設け、
　植栽部の支持脚を貯水槽の凹部に載置し、
　植栽部の吸水凸部の略下端を貯水槽の凹部内に配設することを特徴とする緑化ユニット
。
【請求項２】
　前記支持脚として、前記植栽部の隅部に設けられる平面視Ｌ字形の支持脚と、前記植栽
部の側辺の略中央に設けられる平面視Ｉ字形の支持脚とを備えることを特徴とする請求項
１記載の緑化ユニット。
【請求項３】
　前記貯水槽の凹部の外面が面取りされていることを特徴とする請求項１又は２記載の緑
化ユニット。
【請求項４】
　前記貯水槽の凹部の底より高い位置に水分センサーを設置することを特徴とする請求項
１、２又は３記載の緑化ユニット。
【請求項５】
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　前記貯水槽の凹部の底より高い位置に、傾斜面を有するセンサー載置部を設け、
　水分センサーの双方の電極を傾斜面に設置し、双方の電極間の傾斜面に存在する水分を
水分センサーで検知することを特徴とする請求項４記載の緑化ユニット。
【請求項６】
　前記貯水槽の側壁の上端面は、前記植栽部の底板の下面よりも低い位置に配置されるこ
とを特徴とする請求項１～５の何れかに記載の緑化ユニット。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れかに記載の緑化ユニットを敷設面に隣接して複数並設することを
特徴とする緑化設備。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばビルの屋上、ベランダ、テラス等の人工地盤上に設置し、芝生など地
被植物、草花、野菜等を植栽する緑化ユニット及び緑化設備に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ビルの屋上等の人工地盤上に設置し、植栽する緑化ユニットや緑化設備に関連する公知
技術に特許文献１、２がある。特許文献１には、植物育成材が充填されて植栽されるコン
テナ或いはコンテナが連結された連結体を貯水槽に収納し、コンテナの底面と貯水槽の底
面との間に貯水空間を形成し、コンテナ脚部の通水口からコンテナ内に吸水する構成で、
水枯れを防止する緑化ユニットが開示されている。また、特許文献２には、プランターが
載置される受皿状の載置台の下面に、載置台を床面から離間して支持する支持脚を突設す
る構成で、床面の蒸れを防止する緑化ユニットが開示されている。
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－３１８２４３号公報
【特許文献２】実開平７－１８５３５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、特許文献１の緑化ユニットは、貯水槽の底面と敷設面との間に空間がないた
め、貯水槽の底面と敷設面との間で、湿度が高くなったり、水が溜まってしまう。更に、
例えば屋上等の敷設面は傾斜している場合が多いが、降雨時に勾配が高い位置に降った雨
水の流れが、貯水槽の底面と敷設面との間で滞留してしまい、排水ドレンにスムーズに導
かれなくなるという不具合がある。
【０００５】
　他方で、特許文献２の緑化ユニットは、載置台の下面から突設する支持脚で貯水槽底面
と敷設面との間に空間を形成するので、貯水槽底面と敷設面との間の水の滞留を防止する
ことができる。しかしながら、特許文献２の緑化ユニットは、プランターが単に両側の２
箇所の支持脚で載置台に載置される構成であるため、人が乗った場合の踏圧や土壌の重さ
の程度により、載置台が変形して破損してしまうという問題がある。
【０００６】
　本発明は上記課題に鑑み提案するものであって、貯水槽の底面と敷設面との間の効率的
な排水や水分の蒸発が可能であると共に、上部に位置する植栽部の荷重や踏圧による貯水
槽の変形や破損を防止することができる緑化ユニット及び緑化設備を提供することを目的
とする。また、他の目的は、貯水槽の底面と敷設面との間の効率的な排水や水分の蒸発が
可能であると共に、貯水槽の水分を無駄なく植栽に有効利用することができる緑化ユニッ
ト及び緑化設備を提供することを目的とする。また、他の目的は、貯水槽内の水分の有無
を正確に検知することができる緑化ユニット及び緑化設備を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　本発明の緑化ユニットは、上面開放の貯水槽に植栽部を載置する緑化ユニットであって
、底板から下方に突出形成され且つ貯水槽を支持する凹部を貯水槽に設け、下方に突出す
る支持脚を植栽部に設け、下方に突出し且つ略下端に吸水孔を有する吸水凸部を植栽部に
設け、植栽部の支持脚を貯水槽の凹部に載置し、植栽部の吸水凸部の略下端を貯水槽の凹
部内に配設することを特徴とする。更に、前記支持脚として、前記植栽部の隅部に設けら
れる平面視Ｌ字形の支持脚と、前記植栽部の側辺の略中央に設けられる平面視Ｉ字形の支
持脚とを備えることを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明の緑化ユニットは、前記植栽部に、下方に突出し且つ略下端に吸水孔を有
する吸水凸部を設け、植栽部の吸水凸部の略下端を貯水槽の凹部内に配設することを特徴
とする。
【０００９】
　更に、本発明の緑化ユニットは、前記貯水槽の凹部の外面が面取りされていることを特
徴とする。前記面取りは、例えば平面視で角を有しないものとするなど部分的な箇所の面
取りとすることも可能である。
【００１０】
　更に、本発明の緑化ユニットは、前記貯水槽の凹部の底より高い位置に水分センサーを
設置することを特徴とし、好適には、貯水槽の凹部の底より高い位置に、傾斜面を有する
センサー載置部を設け、水分センサーの双方の電極を傾斜面に設置し、双方の電極間の傾
斜面に存在する水分を水分センサーで検知するとよい。
【００１１】
　また、本発明の緑化ユニットは、前記貯水槽の側壁の上端面は、前記植栽部の底板の下
面よりも低い位置に配置されることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の緑化設備は、本発明の緑化ユニットを敷設面に隣接して複数並設するこ
とを特徴とする。そして、貯水槽の底板から下方に突出する凹部が設けられている場合に
は、貯水槽の底板と敷設面との間に連続した間隙或いは空間が形成され、排水ドレン等ま
でスムーズに流水する排水路或いは排水空間が構成される。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の緑化ユニット及び緑化設備は、貯水槽の底板から下方に凹部を突出して貯水槽
の底板と敷設面との間に空間を形成することにより、貯水槽の底面と敷設面との間の効率
的な排水や水分の蒸発が可能であると共に、植栽部の支持脚を貯水槽の凹部に載置して植
栽部の荷重や植栽部に負荷される荷重を敷設面で支持することにより、植栽部の荷重や植
栽部に負荷される踏圧等で、貯水槽が変形したり、破損することを防止することができる
。
【００１４】
　また、植栽部の吸水凸部の略下端を貯水槽の凹部内に配設することにより、貯水槽に貯
水される水分を無駄なく吸水し、植栽に有効利用することができる。また、貯水槽内の最
下面や凹部の底より高い位置に傾斜面に水分センサーの双方の電極を設置し、双方の電極
間の傾斜面に存在する水分を水分センサーで検知することにより、貯水槽内の水分の有無
を正確に検知することができる。また、貯水槽の凹部の外面を面取りすることにより、表
面張力で凹部の外面に水分が滞留或いは残存することを防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　本発明について具体的な実施形態に基づき説明するが、本発明は以下の実施形態に限定
されるものではない。
【実施例１】
【００１６】
　第１実施例の緑化ユニットは、図１及び図２に示すように、植栽部に相当する植栽コン
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テナ１００を貯水槽２００内に載置して構成され、植栽コンテナ１００内には育成材１０
８が充填され、育成材１０８に植物１０９が植栽される。貯水槽２００或いは植栽コンテ
ナ１００が載置される貯水槽２００は、建物の屋上等の敷設面３００に敷設される。尚、
複数の貯水槽２００を並設して貯水設備を構成し、これらの貯水槽２００のそれぞれに植
栽コンテナ１００を載置して緑化設備を構成すると好適である。
【００１７】
　植栽コンテナ１００は、図３に示すように、側壁１０１と底板１０２を有し、平面視正
方形で上面開放の略箱形である。側壁１０１の下部には、側壁１０１から内方へ湾曲して
内向きへこみ部１０３が形成されており、植栽コンテナ１００の側壁１０１で囲まれる上
方開放部分の平面視面積が底板１０２の平面視面積よりも大きくなっている。また、底板
１０２の複数の所定箇所には、スリット状の通水兼通気孔１０４が複数並べて穿設されて
おり、通水兼通気孔１０４が穿設されていない所定箇所には、中空で截頭円錐形の吸水凸
部１０５が下方に突出して凹設され、吸水凸部１０５の頂面（最下面）にはスリット状の
吸水孔１０６が複数並べて穿設されている。図３の例では四隅に対応する４箇所に吸水凸
部１０５が設けられている。更に、底板１０２の隅部から平面視Ｌ字形の支持脚１０７ａ
が下方に突設され、底板１０２の側辺の略中央から平面視Ｉ字形の支持脚１０７ｂが下方
に突設されている。平面視線状の支持脚１０７ａ、１０７ｂは側壁１０１と連続して一体
形成されて各々複数設けられ、それぞれ吸水凸部１０５より僅かに長い突出長さを有する
。
【００１８】
　植栽コンテナ１００内には、育成材１０８が充填され、例えば芝等の地被植物、草花、
木、セダム、蔓性植物、苔等の植物１０９が育成材１０８に植栽される（図１、図２参照
）。育成材１０８としては、例えばパーライト、バーミキュウライト、ピートモス、バー
ク堆肥、チャフコン、木質腐朽有機物、ゼオライト、木炭、下水或いは浄水場から発生す
る汚泥、或いは汚泥の焼却灰等を用いることができ、又、これらの内の数種類を選定し、
これらを保水性、排水性が良好になるバランスで配合したものや、又、これらの単体若し
くは配合したものを固化してブロック状にした軽量育成材や、スポンジやヤシガラ繊維材
等の軽量育成材等を用いることができる。育成材１０８として通気性が良好な軽量育成材
を用いると、植物１０９の根が傷むことを防ぐことができ、又、軽量育成材の荷重は例え
ば通常の客土の約１／３程度であることから、敷設面３００への荷重負荷を軽減すること
ができて好適である。
【００１９】
　植栽コンテナ１００の下方に配置される貯水槽２００は、図４に示すように、側壁２０
１と底板２０２を有し、平面視正方形のトレー状で上面開放の略箱形である。側壁２０１
の高さは、植栽コンテナ１００の支持脚１０７ａ、１０７ｂの高さより低く、貯水槽２０
０内に植栽コンテナ１００を載置した状態で、側壁２０１の上端面が植栽コンテナ１００
の底板１０２の下面より低い位置に配置されるようになっている。
【００２０】
　貯水槽２００の底板２０２には、植栽コンテナ１００の支持脚１０７ａ、１０７ｂと吸
水凸部１０５とに対応する平面視略同一位置に、それぞれ支持脚１０７ａ、１０７ｂと吸
水凸部１０５の形状に対応する略同一或いは類似形状で、且つそれぞれ支持脚１０７ａ、
１０７ｂと吸水凸部１０５の略下端より僅かに大きいサイズで、対応する凹部２０３ａ、
２０３ｂ、２０３ｃが下方に突出して上面開放で凹設されている。即ち、植栽コンテナ１
００の底板１０２の四隅に形成された平面視Ｌ字形の支持脚１０７ａの略下端が収容され
るように、貯水槽２００の底板２０２の四隅近傍に平面視Ｌ字形の凹部２０３ａが各々形
成され、植栽コンテナ１００の底板１０２の側辺の平面視Ｉ字形の支持脚１０７ｂの略下
端が収容されるように、貯水槽２００の底板２０２の側辺略中央の近傍に平面視Ｉ字形の
凹部２０３ｂが形成され、植栽コンテナ１００の底板１０２の所定箇所に形成された吸水
凸部１０５の略下端が収容されるように、貯水槽２００の底板２０２の対応する位置に平
面視円形の凹部２０３ｃが形成されている。
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【００２１】
　貯水槽２００の凹部２０３ａ、２０３ｂ、２０３ｃは、底板２０２から下方へ突出する
凸部となっており、その下方への突出長さや深さは同一で、凹部２０３ａ～２０３ｃは下
端面が敷設面３００に載置されて、貯水槽２００の底板２０２を敷設面３００上で支持す
る支持脚として機能するが、吸水凸部１０５の略下端が収容される凹部２０３ｃの突出長
さや深さを、支持脚１０７ａ、１０７ｂの略下端が収容される凹部２０３ａ、２０３ｂの
それより小さくして、凹部２０３ａ、２０３ｂだけが底板２０２に対する支持脚として機
能するようにすることも可能である。尚、凹部２０３ｃの深さを浅くする場合、それに応
じて吸水凸部１０５の下方への突出長さを短くして、吸水孔１０６が設けられている吸水
凸部１０５の最下面と凹部２０３ｃの底面との間に間隙を形成し、良好な吸水を確保する
構成とするとよい。また、凹部２０３ａ、２０３ｂや必要に応じて凹部２０３ｃの下方へ
の突出長さは、貯水槽２００の底板２０２と敷設面３００との間に３ｍｍ以上の高さの空
間が形成される長さとすると、前記空間を排水空間として利用する場合に水分の表面張力
を壊してスムーズに排水することが可能となって好適である。前記空間の高さが３ｍｍ未
満の場合には、水分の表面張力で敷設面３００と貯水槽２００の底板２０２との間の空間
から流れにくくなったり、前記空間に水分が滞留しやすくなる。
【００２２】
　そして、第１実施例の緑化ユニットを屋上等の敷設面３００に敷設する場合には、先ず
、貯水槽２００を敷設面３００に敷設する。敷設した貯水槽２００の底板２０２と敷設面
３００の間には凹部２０３ａ～２０３ｃの支持で空間が形成される。その後、育成材１０
８が充填され植物１０９が植栽されている植栽コンテナ１００を、Ｌ字形の支持脚１０７
ａをＬ字形の凹部２０３ａに、Ｉ字形の支持脚１０７ｂを凹部２０３ｂに、円形の吸水凸
部１０５を円形の凹部２０３ｃにそれぞれ収容しながら、敷設した貯水槽２００内に載置
する。前記載置した状態では、支持脚１０７ａ、１０７ｂの最下端面はそれぞれ凹部２０
３ａ、２０３ｂの底面に当接して載置されるが、吸水凸部１０５の最下面と凹部２０３ｃ
の底面との間には間隙或いは空間が形成され、吸水孔１０６からの吸水が確保される。
【００２３】
　第１実施例の緑化ユニット或いは緑化ユニットを複数並設した緑化設備は、敷設面３０
０に敷設した際に、貯水槽２００の凹部２０３ａ、２０３ｂ、２０３ｃの下端面が敷設面
３００と当接し、底板２０２と敷設面３００との間に連続した空間を形成するので、前記
空間を余剰水等の排水空間として利用することができる。更に、前記連続空間は通風の空
間ともなり、敷設面３００の水分の蒸発を促進し、敷設面３００が長期間湿った状態にな
ることを防止できる。
【００２４】
　また、植栽コンテナ１００の支持脚１０７ａ、１０７ｂが、収容される貯水槽２００の
凹部２０３ａ、２０３ｂを介して直接敷設面３００に荷重を負荷する構成であるから、貯
水槽２００や植栽コンテナ１００の変形や破損を防止することができる。
【００２５】
　また、吸水凸部１０５の最下面が凹部２０３ｃの底面より僅かに上方に位置し、吸水す
るための空間が確保されるので、吸水孔１０６の閉塞を防止して効率的に且つ確実に吸水
を行うことができる。更に、吸水凸部１０５の吸水孔１０６は、貯水槽２００の底板２０
２より低い位置になっている凹部２０３ｃ内に配設されるので、貯水槽２００内の水分を
無駄なく可能な限り植栽コンテナ１００の植物１０９に供給することができ、水道費の節
約にも繋がる。　　また、支持脚１０７ａ、１０７ｂ、吸水凸部１０５の略下端が、略同
一或いは類似形状の凹部２０３ａ～２０３ｃにそれぞれ収容されるので、貯水槽２００内
に載置される植栽コンテナ１００を確実な位置に位置決めすることができる。
【実施例２】
【００２６】
　次に、第２実施例の緑化ユニットについて、第１実施例と異なる箇所の詳細を説明する
。尚、図には省略するが、第２実施例の緑化ユニットも、植栽部に相当する植栽コンテナ
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１００を貯水槽２００内に載置して構成され、植栽コンテナ１００内に育成材１０８が充
填され、育成材１０８に植物１０９が植栽されるものであり、また、複数の貯水槽２００
を連係して敷設面３００に並設して貯水設備を構成し、これらの貯水槽２００のそれぞれ
に植栽コンテナ１００を載置して緑化設備を構成する。
【００２７】
　第２実施例の植栽コンテナ１００は、図５に示すように、底板１０２の略中央に平面視
円弧形の支持脚１０７ｃが４つ下方に突出して形成され、４つの支持脚１０７ｃは全体と
して切れ目がある略円形を構成するように配設されている。更に、円弧形の支持脚１０７
ｃの外方の所定位置には、４箇所に平面視円形の支持脚１０７ｄが下方に突出して形成さ
れている。円形の支持脚１０７ｄは、下端面に所定間隔を開けて下方に突出形成されてい
る円弧状の突出部１０７ｄ１を有し、突出部１０７ｄ１が後述する貯水槽２００の底板２
０２の凹部底面に当接して載置される。更に、底板１０２の四隅には第１実施例と同様の
Ｌ字形の支持脚１０７ａが形成され、底板１０２の４つの側辺の略中央にはＩ字形の支持
脚１０７ｂが形成されているが、Ｉ字形の支持脚１０７ｂの中央には上方へ向かう凹部１
０７ｂ１が形成され途中で途切れている。他の構成は上記第１実施例とほぼ同一である。
【００２８】
　トレー状の貯水槽２００の底板２０２には、図６に示すように、植栽コンテナ１００の
平面視Ｌ字形の支持脚１０７ａに対応する位置に、内面及び外面の隅や辺が丸状或いは面
取りされている平面視略三角形の凹部２０３ｄがそれぞれ形成され、植栽コンテナ１００
の平面視Ｉ字形の支持脚１０７ｂに対応する位置に、内面及び外面の隅や辺が丸状或いは
面取りされている平面視略Ｉ字形で略中央で隔絶されている凹部２０３ｅがそれぞれ形成
され、植栽コンテナ１００の略中央の一つの円弧形の支持脚１０７ｃ及び一つの円形の支
持脚１０７ｄに対応する位置に、内面及び外面の隅や辺が丸状或いは面取りされている平
面視略四角形の凹部２０３ｆが形成され、四組の支持脚１０７ｃ、１０７ｄのそれぞれに
対応して内面及び外面の辺が面取りされている４つの凹部２０３ｆが設けられている。ま
た、第１実施例と同様に吸水凸部１０５に対応する箇所に円形の凹部２０３ｃが形成され
ている。凹部２０３ｄ、２０３ｅ、２０３ｆ、２０３ｃは、底板２０２から下方へ突出す
る凸部となっており、その下方への突出長さや深さは同一で、それぞれの下端面が敷設面
３００に載置されて、貯水槽２００の底板２０２を敷設面３００上で支持する支持脚とし
て機能する。
【００２９】
　前記凹部２０３ｄには支持脚１０７ａの略下端が収容されて、支持脚１０７ａの下端面
が凹部２０３ｄの底面に載置され、また、凹部２０３ｅには凹部１０７ｂ１を隔絶部分に
係合して支持脚１０７ｂの略下端が収容され、支持脚１０７ｂの下端面が凹部２０３ｅの
底面に載置され、また、凹部２０３ｆには一つの支持脚１０７ｃ及び一つの支持脚１０７
ｄの略下端が収容され、支持脚１０７ｃの下端面及び支持脚１０７ｄの突出部１０７ｄ１
の下端面が凹部２０３ｆの底面に載置され、また、凹部２０３ｃには吸水凸部１０５の略
下端が収容される。尚、支持脚１０７ａ、１０７ｂ、１０７ｃ、１０７ｄ及び吸水凸部１
０５の略下端の凹部２０３ｄ、２０３ｅ、２０３ｆ、２０３ｃへの収容位置を図６の二点
鎖線で示す。
【００３０】
　また、貯水槽２００の側壁２０１には、一方の隣り合う２辺に外方に突出して鉤形の幅
広連係部２０４が形成され、他方の隣り合う２辺に外方に突出して鍵形の幅狭連係部２０
５が形成されており、一の貯水槽２００の幅広連係部２０４を隣り合う他の貯水槽２００
の幅狭連係部２０５に上方から係合して、隣り合う貯水槽２００・２００を相互に連係可
能になっている。
【００３１】
　一方の対向する２つの側壁２０１・２０１と前記側壁２０１・２０１からそれぞれ突出
する幅広連係部２０４と幅狭連係部２０５には、それぞれ２つの流水凹部２０６が形成さ
れており、幅広連係部２０４の２つの流水凹部２０６と幅狭連係部２０５の２つの流水凹
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部２０６はそれぞれ対応する位置に設けられ、幅広連係部２０４を幅狭連係部２０５に係
合した場合に、幅広連係部２０４の流水凹部２０６が幅狭連係部２０５の流水凹部２０６
に上方から係合されるようになっている。貯水槽２００の流水凹部２０６は、複数の貯水
槽２００を連係して貯水設備を構成した場合に、貯水量が多い貯水槽２００から貯水量が
少ない貯水槽２００にオーバーフローして流水することを可能にする。更に、流水凹部２
０６を一方向に対向して設けることで、流水方向を一方向に規制し、例えば縦横に配設し
た上流側の一列の貯水槽２００等、上流側の貯水槽２００に給水して全ての貯水槽２００
に水分を行き渡らせることが可能であり、例えば敷設面３００に凹凸が存在する場合にも
、敷設面３００の凸部に敷設された貯水槽２００を流水が避けて迂回することを防止でき
る。
【００３２】
　第２実施例の緑化ユニット或いは緑化設備は、敷設面３００に敷設した際に、貯水槽２
００の凹部２０３ｄ、２０３ｅ、２０３ｆ、２０３ｃの下端面が敷設面３００と当接し、
底板２０２と敷設面３００との間に連続した空間を形成するので、前記空間を余剰水等の
排水空間として利用することができる。更に、前記連続空間は通風の空間ともなり、敷設
面３００の水分の蒸発を促進し、敷設面３００が長期間湿った状態になることを防止でき
る。
【００３３】
　また、植栽コンテナ１００の支持脚１０７ａ～１０７ｄが、収容される貯水槽２００の
凹部２０３ｄ、２０３ｅ、２０３ｆを介して直接敷設面３００に荷重を負荷する構成であ
るから、貯水槽２００や植栽コンテナ１００の変形や破損を防止することができる。更に
、本実施例では、植栽コンテナ１００の略中央に円形配置されている円弧形の支持脚１０
７ｃやその外方４箇所に配置されている円形の支持脚１０７ｄが設けられているので、土
壌の荷重や植栽コンテナ１００或いは育成材１０８の上方からの踏圧等に対する支持強度
が非常に高められる。
【００３４】
　また、吸水凸部１０５の最下面が凹部２０３ｃの底面より僅かに上方に位置し、吸水す
るための空間が確保されるので、吸水孔１０６の閉塞を防止して効率的に且つ確実に吸水
を行うことができる。更に、吸水凸部１０５の吸水孔１０６は、貯水槽２００の底板２０
２より低い位置になっている凹部２０３ｃ内に配設されるので、貯水槽２００内の水分を
無駄なく可能な限り植栽コンテナ１００の植物１０９に供給することができ、水道費の節
約にも繋がる。尚、吸水孔１０６を吸水凸部１０５の下端面の側方に設ける等で、吸水孔
１０６の下端面を凹部２０３ｃの底面に当接し、吸水凸部１０６にも植栽コンテナ１００
の支持機能等を担わせる構成とすることも可能である。
【００３５】
　また、支持脚１０７ａ～１０７ｄ、吸水凸部１０５の略下端が、形状や配置位置が対応
する凹部２０３ｄ、２０３ｅ、２０３ｆ、２０３ｃにそれぞれ収容され、更に、支持脚１
０７ｂの凹部１０７ｂ１の略Ｉ字形凹部２０３ｂを隔絶する隔壁への係合や、支持脚１０
７ｃ・１０７ｃ間の切れ目の凹部２０３ｆ・２０３ｆ間への係合により、貯水槽２００内
に載置される植栽コンテナ１００を確実な位置に位置決めすることができる。
【００３６】
　また、本実施例では凹部２０３ｄ～２０３ｆ、２０３ｃの外面等の隅や辺が丸状或いは
面取りされていることから、表面張力による水分の滞留を防止することができ、敷設面３
００と底板２０２間の排水空間に於ける排水効果を高めることができると共に、凹部２０
３ｃの上端の周縁を面取りすることで、貯水槽２００内の水分を確実に凹部２０３ｃ内に
落下させ、凹部２０３ｃに収容される吸水凸部１０５の吸水孔１０６による吸水効果を高
めることができる。
【実施例３】
【００３７】
　次に、第３実施例の緑化ユニットについて、第１、第２実施例と異なる箇所の詳細を説
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明する。尚、図には省略するが、第３実施例の緑化ユニットも、植栽部に相当する植栽コ
ンテナ１００を貯水槽２００内に載置して構成され、植栽コンテナ１００内に育成材１０
８が充填され、育成材１０８に植物１０９が植栽されるものであり、また、複数の貯水槽
２００を連係して敷設面３００に並設して貯水設備を構成し、これらの貯水槽２００のそ
れぞれに植栽コンテナ１００を載置して緑化設備を構成する。また、第３実施例に於ける
植栽コンテナ１００は、第２実施例と同様の構造であるため、説明を省略する。
【００３８】
　第３実施例の貯水槽２００は第２実施例と基本構成はほぼ同一であるが、その底板２０
２には、図７に示すように、植栽コンテナ１００の平面視Ｌ字形の支持脚１０７ａ及び吸
水凸部１０５に対応する位置に、内面及び外面の隅や辺が丸状或いは面取りされている平
面視略菱形の凹部２０３ｇがそれぞれ形成される。凹部２０３ｇには支持脚１０７ａの略
下端が収容され、支持脚１０７ａの下端面が凹部２０３ｇの底面に載置されると共に、凹
部２０３ｇには吸水凸部１０５の略下端が収容され、凹部２０３ｇの底面と吸水凸部１０
５の下端面との間に間隙が形成される。また、支持脚１０７ｂに対応する位置に略中央で
隔絶されている凹部２０３ｅが形成され、四組の支持脚１０７ｃ、１０７ｄのそれぞれに
対応して４つの凹部２０３ｆが設けられている構成は第２実施例と同様である。凹部２０
３ｇ、２０３ｅ、２０３ｆは、底板２０２から下方へ突出する凸部となっており、その下
方への突出長さや深さは同一で、それぞれの下端面が敷設面３００に載置されて、貯水槽
２００の底板２０２を敷設面３００上で支持する支持脚として機能する。尚、支持脚１０
７ａ、１０７ｂ、１０７ｃ、１０７ｄ及び吸水凸部１０５の略下端の凹部２０３ｇ、２０
３ｅ、２０３ｆへの収容位置を図６の二点鎖線で示す。
【００３９】
　平面視略菱形の凹部２０３ｇの底面２０３ｇ１の略中央には、図８に示すように、平面
視略コ字形のセンサー載置部２０７が設けられている。センサー載置部２０７は、貯水槽
２００の隅に向かって２つの片２０７ｂが延びる平面視略コ字形の基部２０７ａを有し、
基部２０７ａは菱形の凹部底面２０３ｇ１から隆起して設けられている。基部２０７ａの
上面は低勾配で貯水槽２００の隅へ向かって僅かに低くなる第１傾斜面２０７ｃになって
いる。また、２つの片２０７ｂ・２０７ｂの間には、第１傾斜面２０７ｃの勾配よりも急
勾配で貯水槽２００の隅へ向かって低くなる第２傾斜面２０７ｄが設けられており、第２
傾斜面２０７ｄは貯水槽２００の中央に向かう端部で第１傾斜面２０７ｃに連なっている
。
【００４０】
　センサー載置部２０７の平面視略コ字形の基部２０７ａには、図９に示すように、平面
視略コ字形の水分センサーの検知子２０８ａがコ字形形状を合わせて載置され、接着剤等
で固着される。検知子２０８ａの２つの片２０８ｂには、それぞれ電極体２０８ｃが載置
又は表面が露出した状態で埋設されており、電極体２０８ｃの端部は半田２０８ｄで固着
されて電線２０８ｅの一端に接続され、電線２０８ｅの他端は、ＣＰＵ・制御プログラム
やデータを記憶するメモリ・表示部・操作部等の警告部等を備える水分センサー本体に接
続される。水分センサー本体は、一対の電極体２０８ｃ・２０８ｃ相互間の電気抵抗を検
知し、その抵抗値に基づき水分の有無或いは所定水分量の有無を検出する構成になってい
る。尚、連係部２０４、２０５、流水凹部２０６等の他の構成は第２実施例と同様である
。
【００４１】
　第３実施例の緑化ユニットでは、凹部底面２０３ｇ１より高くしてセンサー載置部２０
７を設け、そのセンサー載置部２０７上に水分センサーの検知子２０８ａを設け、検知子
２０８ａが周囲の底面２０３ｇ１より高い位置に設置されるので、貯水槽２００内に入る
ゴミ等の影響による水分センサーの誤動作を防止できると共に、夜露や少量の降雨があっ
た場合に水分有或いは所定水分量有と水分センサーが認識してしまう不具合を解消できる
。また、電極体２０８ｃが設置される第１傾斜面２０７ｃが傾斜していると共に、センサ
ー載置部２０７の片２０７ｂ・２０７ｂ相互間の第２傾斜面２０７ｄの位置で抵抗値を測
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定するので、電極体２０８ｃに表面張力で水滴が残存することを防止することができ、更
に、水分センサーの電極体２０８ｃ上や一対の電極体２０８ｃ・２０８ｃ間に残存する水
分を凹部底面２０３ｇ１まで流し、正確に水分検出を行うことができる。センサー載置部
２０７の第１傾斜面２０７ｃで高い位置で半田付けすることにより、半田２０８ｄの箇所
に水滴が残存することを防止できる。また、類似形上の平面視略コ字形の基部２０７ａに
平面視略コ字形の検知子２０８ａを設置するので、検知子２０８ａを間違った方向や位置
で設置する施工ミスを防止できる。
【００４２】
　また、貯水槽２００に別途水分センサーの検知子２０８ａを載置する部材を用意する必
要がないため、安価に水分有無の検出が可能な緑化ユニット等を安価に提供することがで
きる。また、緑化設備に給水管を設置して自動給水装置の制御で給水管を介して水分を供
給する構成の場合に、水分センサー本体を自動給水装置に設け、或いは自動給水装置に水
分センサー本体を接続し、水分センサー本体の水分有無の検出結果に応じて自動給水装置
が給水制御で給水することにより、緑化設備で自動給水することが可能となり、その他の
システムに利用することも可能となる。また、例えば水分センサー本体に警告光や警告音
を発するランプやスピーカを設け、或いは表示部の水分無の表示に応じ、適切な時点で手
動潅水を行うことが可能となり、水分不足で植物が枯れることを防止できる。また、吸水
凸部１０５が収容される凹部２０３ｇに於いて、水分センサーの電極体２０８ｃをセンサ
ー載置部２０７上に設置して水分有無を検出するので、吸水孔１０６から吸水可能な水分
を確実に検出することができる。特に、水分センサーの電極体２０８ｃの高さと吸水孔１
０６が設けられる高さを揃えるとより好適である。尚、第３実施例の緑化ユニットも第１
、第２実施例と同様の効果を奏する。
【００４３】
　尚、本発明は上記第１～第３実施例に限定されるものではなく、様々な拡張及び変形が
可能である。例えば、本発明の植栽部は植栽コンテナ１００の他に、貯水槽２００上に仕
切材を形成し、仕切材上に育成材１０８を敷設する所謂客土タイプのものでもよく、また
、育成材１０８として、ブロック状の育成材や繊維を束ねた育成材等を使用する場合は、
前記仕切材は必要がなく、単に貯水槽２００上又は貯水槽２００内にブロック状の育成材
や繊維を束ねた育成材等を配置する構成であっても良い。また、貯水槽２００の凹部の形
状や個数、植栽コンテナ１００の構成、水分センサーの検知子２０８ａの形状や構成は上
記実施例に限定されない。
【００４４】
　また、貯水槽２００のセンサー載置部２０７の構成は上記実施例に限定されるものでは
なく、例えば図１０に示すように、検知子２０８ａの片２０８ｂを載置するセンサー載置
部２０７の片２０７ｂを、片２０８ｂの長さより長く形成し、検知子２０８ａの基部２０
８ｆの下面までセンサー載置部２０７の片２０７ｂを延設することにより、電極体２０８
ｃ・２０８ｃ相互間、或いは検知子２０８ａの基部２０８ｆとセンサー載置部２０７の基
部２０７ａとの間に生ずる表面張力を極力抑え、電極体２０８ｃ・２０８ｃ相互間の水滴
をスムーズに流水させ、より正確な水分検出を可能とするものとしてもよい。
【００４５】
　また、第３実施例のセンサー載置部２０７の全てに水分センサー或いはその検知子２０
８ａを載置してもよいが、１箇所或いは複数箇所の適宜箇所のセンサー載置部２０７に載
置すればよい。また、貯水槽２００内のセンサー載置部２０７は実施例の４つ以外の１つ
或いは複数の適宜個数設けることが可能である。
【００４６】
　また、第１～第３実施例に図示したように、全ての凹部２０３ａ～２０３ｇの上端の周
縁を面取りすることで、貯水槽２００内に植栽コンテナ１００を載置する際に、底板２０
２から支持脚１０７ａ～１０７ｄ及び吸水凸部１０５が滑るように導いて凹部２０３ａ～
２０３ｇ内に収納することが可能となり、植栽コンテナ１００の載置作業を容易にするこ
とができると共に、施工性を向上することができる。
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【００４７】
　また、本発明の緑化ユニットや緑化設備を用いることにより、敷設面３００に多少の凹
凸が存在した場合にも、貯水槽２００の底板２０２と敷設面３００との間の空間により、
凹凸の不陸を吸収することが可能である。
【産業上の利用可能性】
【００４８】
　本発明は、例えばビルの屋上、ベランダ、テラス等の人工地盤上に設置し、芝生など地
被植物、草花、野菜等を植栽する緑化ユニット及び緑化設備として利用することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】第１実施例の緑化ユニットを敷設面に敷設した状態を示す縦断説明図。
【図２】第１実施例の緑化ユニットの敷設面への敷設を説明する縦断説明図。
【図３】（ａ）は第１実施例に於ける植栽コンテナを示す平面図、（ｂ）は同図（ａ）の
正面図、（ｃ）は同図（ａ）のＡ－Ａ線矢視断面図。
【図４】（ａ）は第１実施例に於ける貯水槽を示す平面図、（ｂ）は同図（ａ）の正面図
、（ｃ）は同図（ａ）のＡ－Ａ線矢視断面図。
【図５】（ａ）は第２実施例に於ける植栽コンテナを示す平面図、（ｂ）は同図（ａ）の
正面図、（ｃ）は同図（ａ）の底面図、（ｄ）は同図（ａ）のＡ－Ａ線矢視断面図。
【図６】（ａ）は第２実施例に於ける貯水槽を示す平面図、（ｂ）は同図（ａ）の正面図
、（ｃ）は同図（ａ）のＡ－Ａ線矢視断面図、（ｄ）は同図（ａ）のＢ－Ｂ線矢視断面図
、（ｅ）は同図（ａ）の右側面図。
【図７】（ａ）は第３実施例に於ける貯水槽を示す平面図、（ｂ）は同図（ａ）の正面図
、（ｃ）は同図（ａ）のＡ－Ａ線矢視断面図、（ｄ）は同図（ａ）のＢ－Ｂ線矢視断面図
、（ｅ）は同図（ａ）の右側面図。
【図８】（ａ）はセンサー載置部の部分平面図、（ｂ）は同図（ａ）のＡ－Ａ線矢視断面
図、（ｃ）は同図（ａ）のＢ－Ｂ線矢視断面図、（ｄ）は同図（ａ）の一部断面正面図、
（ｅ）は同図（ａ）のＣ－Ｃ線矢視断面図、（ｆ）は同図（ａ）の一部断面左側面図。
【図９】（ａ）はセンサー載置部に水分センサーの検知子を載置した状態を示す平面図、
（ｂ）は同図（ａ）の一部断面正面図。
【図１０】（ａ）は別例のセンサー載置部に水分センサーの検知子を載置した状態を示す
平面図、（ｂ）は同図（ａ）の一部断面正面図。
【符号の説明】
【００５０】
１００　植栽コンテナ
１０２　底板
１０５　吸水凸部
１０６　吸水孔
１０７ａ、１０７ｂ、１０７ｃ、１０７ｄ　支持脚
１０８　育成材
１０９　植物
２００　貯水槽
２０１　側壁
２０２　底板
２０３ａ、２０３ｂ、２０３ｃ、２０３ｄ、２０３ｅ、２０３ｆ、２０３ｇ　凹部
２０４　幅広連係部
２０５　幅狭連係部
２０６　流水凹部
２０７　センサー載置部
２０７ａ　基部
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２０７ｂ　片
２０７ｃ　第１傾斜面
２０７ｄ　第２傾斜面
２０８ａ　検知子
２０８ｃ　電極体
３００　敷設面

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(13) JP 4671264 B2 2011.4.13

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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